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取締役および執行役員（平成29年9月30日現在） 会社の概要　（平成2９年9月30日現在）

株式のお手続に関するお問い合わせ先

ト ピ ッ ク ス 株主様見学会参加者募集のご案内

※「特別口座」とは、平成21年1月の株券電子化の際に、証券会社に預けられていない株式を管理するために、当社が開設した口座のことです。

株式に関するご案内

「特別口座」について
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現在株券をお持ちの株主様および以前株券をお持ちで現在株券の所在がわからなくなった株主様の株式は、「特別口座」で管理されている可
能性がありますので、三菱UFJ信託銀行株式会社にお問い合わせください（お問い合わせ先は右ページに記載しております。）。「特別口座」では
単元株式の売買はできませんので、証券会社の口座に移管することをお奨めします。

6※印は、各事業部門長であります。＊印は、社外取締役であります。
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２・３月

10月

平成2８年
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平成2９年

平成29年
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320人

2,297通

1,206通

3,261通

2,027通

これまでの開催実績（過去4回分）

株主様見学会の概要 ※詳細は、ご招待状にてご連絡させていただきます。

開催場所

対 象 者

募集人数

参 加 費

応募方法

お問い
合わせ先

加古川製鉄所　兵庫県加古川市金沢町1
コベルコ建機 広島事業所　広島県広島市佐伯区五日市港2丁目2-1

平成2９年9月30日現在、当社株式を1単元以上ご所有の株主様

※募集人数には同伴者様も含みます。
加古川製鉄所 360名（各回90名）
コベルコ建機 90名（各回45名）

無料 ※ただし、集合・解散場所までの往復交通費は各自のご負担とさせていただきます。

同封の参加申込はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください。
※対象者の方にのみ、はがきを同封しております。

【締切日 ： 平成29年12月22日（金）到着有効】

株式会社神戸製鋼所　法務部　株主様見学会係
TEL ０７８-２６１-４０６７
受付時間 １０：００～１７：００（土・日、祝日、その他会社の休業日を除く）

①
②
③
④
⑤
⑥

実施日時
（平成30年）

解散予定
時刻

JR五日市駅※

JR加古川駅※

コベルコ建機
広島事業所

加古川製鉄所

集合・
解散場所

申込
番号 集合時刻開催場所

2月21日

2月25日

2月26日

9：30

13：30

8：50

13：15

12：00頃
16：00頃

13：00頃
17：25頃

8：50

13：15

13：00頃
17：25頃

以下の点につき、あらかじめご了承ください。当社は、株主の皆様に当社グループへのご理解を一層深めていただくために、
引き続き株主様見学会を実施いたします。
今回ご覧いただくのは、加古川製鉄所とコベルコ建機 広島事業所です。
つきましては下記の内容にて開催いたしますので、ご案内申しあげます。

株主名簿管理人・特別口座管理機関　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

当社株式に関する住所・氏名等の変更、配当金振込指定・変更、単元未満
株式買取・買増請求および相続などのご相談、お手続きは、以下にお問い
合わせください。
　
〈お問い合わせ先〉
　〒541‐8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

（通話料無料（平日9：00～17：00））

※証券会社にお預けの当社株式については、お預けの証券会社に
　お問い合わせください。
※未受領配当金のお受取りのお手続きについては、三菱ＵＦＪ信託
　銀行株式会社にお問い合わせください。

☎ 0120 - 094 - 777

■株主様見学会コースは比較的長い距離の徒歩での移
動となります。途中何ヶ所か階段がございます。

■ご応募が多数の場合、抽選とさせていただきます。
抽選の結果は1月下旬頃にご通知する予定です。

■同伴者様は1名まで（小学生以上）とさせていただきます。
なお、同伴者様がいらっしゃる場合は必ず参加申込はがきに
同伴者様に関する必要事項をご記入ください。
申込後に、同伴者様の追加はお受けすることができません。

■以下の場合、ご応募は無効とさせていただきます。
•株主様ご本人のご応募・ご参加でない場合
•同伴者様を2名以上ご記入の場合
•申込番号を2つ以上選択されている場合、もしくは1つも
選択されていない場合
•株主様1名につき、2枚以上ご応募された場合
•株主様のお名前等、必要事項のご記入がない場合
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スウェーデン Ｑｕｉｎｔｕｓ社の買収について
当社は、等方圧加圧装置（略称：IP装置）の世界トップメーカーであるスウェーデンのQuintus 
Technologies AB（以下、Quintus社）を約130億円で買収しました。
IP装置は、金属やセラミック、カーボンなどの素材を高圧・高温（または常温）環境下で圧力を均等に
かけて加圧焼結または成形する装置であり、航空機部品や発電用タービンの羽根、半導体関連素材
などの均質性、強度、耐久性を求められる高機能製品に幅広く適用されています。
Quintus社は世界のIP装置市場においてトップメーカーであり、今後伸張が期待される航空宇宙分
野を中心に、欧州・米国で圧倒的な存在感があります。今回の買収により、当社は世界市場をター
ゲットにさらなる事業拡大を目指します。

機械事業部門

鉄鋼事業部門

大型熱間等方圧加圧（ＨＩＰ）装置

PRO-TEC Coating社の外観

9月
2017年

鉄鋼事業部門

北米における自動車用溶融亜鉛めっき超ハイテン鋼板の生産設備増設
当社と米国United States Steel社は、北米における自動車用ハイテン鋼板の需
要拡大に対応するため、両社の合弁企業であるPRO-TEC Coating社に、新たに
連続溶融亜鉛めっき製造設備を1基増設することを決定し、正式契約を締結しま
した。2019年7月の営業運転開始を目指して、設備建設を進めます。
世界2位の自動車市場であり、また、燃費規制の強化で自動車の車体軽量化ニー
ズが高まる北米では、今後、ボデー骨格部品向けのめっきハイテン鋼板の需要拡
大が想定されています。
当社は、自動車用ハイテン鋼板の生産拠点として日本、米国、中国の3極でのグローバル供給体制を整えており、品質に優れ
たハイテン鋼板の製造、供給を通じて、今後も燃費向上やCO2削減に繋がる自動車の軽量化に貢献します。

ス
4月
2017年

9月
2017年

稼働を開始した脱りん炉

機械事業部門鉄鋼事業部門2017.4～2017.9（平成29年4月～平成29年9月）

加古川製鉄所で２基目の脱りん炉が稼働開始
競争力強化を目的に加古川製鉄所で約90億円を投資して建設を進めてきた2基目の脱りん炉が
稼働を開始しました。
溶けた鉄から硫黄やりんなどの不純物を除去する溶銑処理は、高い清浄度が要求される高品質
な鋼材を製造するためには欠かせない工程で、脱りん炉はその工程で使用します。
今回の2基目の脱りん炉稼働による処理率の向上により、溶銑の全量脱りん処理が可能となり、そ
の大半を脱りん炉で処理します。それにより、当社が注力する自動車向けの超ハイテン鋼板、特殊
鋼線材など高い品質が要求される高級鋼を、より効率的に製造することが可能となり、年間20億
円強のコストダウンになります。
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